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■巻頭言 

学際性を生かした新たな中国研究へ 

 

新理事長 西村正男（関西学院大学） 

 

この度、理事長職を拝命いたしました西村です。私は大学教員になってしばらくしてから本

学会に入会したので、会員歴はまだ二十年あまりということになるかと思います。まだまだわ

からないことだらけですが、今後ともよろしくお願いいたします。 

さて、全国理事会で理事長職を拝命した際、私は本学会の魅力はその学際性にあると述べま

した。人文科学・社会科学のさまざまな分野の研究者を擁する本学会は、刺激的な学術交流や

出会いの場になる可能性を秘めています。会員の多くは、それぞれの専門分野の学会にも所属

していることと思いますが、そのような学会では、それぞれの専門分野に特化した議論ができ

る一方、本学会には専門分野の垣根を超えた議論ができるという利点があると思います（全国

学術大会においては、分科会によっては必ずしもそのように機能していないケースもあると

は思いますが）。 

また、本学会の会員は、その名の通り「現代中国」に関する研究者ということになりますが、
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「現代中国」という言葉自体も多義的です。本学会会員には説明の必要もないと思いますが、

日本語と中国語では「現代」という言葉が指す範囲は異なります。ですが、本学会でいう「現

代」とはどちらの意味なのかを、特に限定する必要もないでしょう。日本語で言う「近現代」

を中心とする幅広い時代を研究する研究者の集まりと緩やかに考えたほうが、幅広い研究対

象を射程に収めることができるでしょう。一方、「中国」という地域概念も実は曖昧で、もち

ろん「中華人民共和国」とイコールで結ぶことはできません。本学会の全国学術大会でも毎年

のように香港をテーマとする分科会が開かれており、また、台湾に関する個人発表をする研究

者も少なくありません。近年、文学研究においては、サイノフォン（華語語系文学）という概

念が広がりを見せており、中国語で書かれた文学を国境を超える枠組みで捉えようとする動

きが活発です。本学会には華僑・華人に関する研究をする会員もおり、本学会の射程は、特定

の地域に限定されるものではないのかもしれません。 

さて、ここからは私の個人的な述懐となるのですが、本学会はこのように研究の幅広さがあ

るはずなのに、その潜在的可能性を十分に発揮することができていないのではないかという

気がしてなりません。私の（本来の）専門分野である文学研究を例に取ると、私の学生時代か

ら現在に至るまで、小説を研究する人が圧倒的に多いという現状があります。最近、多くの大

学院生と食卓を囲んで話をする機会がありましたが、その場にいた大学院生のほぼ全員が中

国小説の研究を志していると言います。これは偏っていると言わざるを得ないように思いま

す。このような状況は、大学自体の制度的な問題によるところも少なくないとは思います。ま

た、中国に限らず、文学研究とは小説の研究が中心ではないか、という意見もあろうかと思い

ます。ですが、中国において小説が文化の中心として特権的な地位を持ったのは、せいぜい百

年あまり前のことに過ぎません。また、日本における中国研究は、あくまでも外国の異文化研

究であるという観点に立つと、研究対象を小説に限っていては、異文化理解をどこまで深めら

れるだろうかと思わざるを得ません。 

同じことは、メディアの観点から考えることができるかもしれません。つまり、従来の研究

においては、さまざまなメディアの中でも印刷メディアに比重が置かれがちで、それ以外のメ

ディアは等閑視されてきたのではないかと思うのです（「メディア」という言葉が題名や副題

に使われた著作を読んでみたところ、実際には印刷メディアしか扱っていなかったというケ

ースも散見されるように思います）。グーテンベルクの発明が近代社会の成立に大きな役割を

果たしたことはもちろん重要ですが、「現代」をその名に冠した学会としては、20世紀以降に

発展した種々の複製技術も無視できないのではないでしょうか。もちろん、近年では本学会で

も映画について発表する研究者も増えてきましたが、映画などの視覚メディア以外にも、聴覚

メディアやその他の新たなテクノロジーにも向き合う必要があるように思います。日本でも

近年、コンピュータ・ゲームを研究対象とするゲーム・スタディーズが盛んになりつつありま

すが、これは中国研究者にとっても無視できない研究領域になっていくことでしょう。 

一方、近年の生成ＡＩの急速な発展は、我々の研究にも大きな影響を与えかねません。また、

各種データベースの充実も、資料収集のあり方を大きく変えつつあります。このような状況に

どのように対処していくのかは、我々が分野の垣根を超えて、ともに考えていくべき問題のよ

うに思います。 

中国研究においては、人文科学を文史哲の三領域に分けることが一般的でしたが、小説を特
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権的な存在と見なさず、異文化理解の学として中国研究を捉えるならば、もはや文史哲という

区分は意味をなさず、さらには人文科学と社会科学の境界も希薄化していくことでしょう。本

学会が、分野を超えて、新しい状況に向き合うための協働の場として機能することを願ってや

みません。 

 

 

■特集：第 76 回全国学術大会報告 

2026 年 5月 30 日、31日の 2日間にわたり、東京女子大学を主催校として第 76回全国学術

大会が開催されました。共通論題、各部会・分科会の責任者より総括をいただきましたので、

特集として掲載いたします。 

 

【共通論題】「毛沢東没後 50 年、毛沢東時代を改めて考える」 

日本現代中国学会の第 76回全国学術大会は、2026 年 5月 30 日（土）と同 31日（日）の 2

日間にわたり東京女子大学で開催された。30 日の午後には「毛沢東没後 50 年、毛沢東時代を

改めて考える」と題する全体会合が実施され、計 6 名の登壇者による研究報告とコメントが発

表された。フロア参加の聴衆も 100 名以上を数え、盛況であった。 

本共通論題では、まず石川禎浩会員（京都大学）が、政治史を中心として毛沢東時代に関す

る基調講演を行った。次に、鄭浩瀾会員（慶應義塾大学）、大野陽介会員（大阪公立大学）、大

澤武司会員（福岡大学）がそれぞれ、毛沢東時代の社会、文化、外交の各分野の報告を行った。

それらに対し、菅原慶乃会員（関西大学）と高原明生会員（東京女子大学）から論評と質問が

なされたのち、フロア参加者をまじえた活発な討論が展開された。 

石川禎浩「師表としての毛沢東：歴史と向き合う」は、習近平を含む中国共産党と中華人民

共和国の政治指導者の role modelとしての毛沢東のリーダーシップの特徴を、権力と権威の

源泉としての歴史や古典文化の利用、中国政治におけるスターリンモデルの影響などの側面

から検討した。鄭浩瀾「地籍整理としての土地改革：いくつかの問題提起」は、従来、政治動

員などの政治的側面が注目されることが多かった建国初期の土地改革について、地籍整理と

いう社会経済的側面から分析した。さらに、集団化や「分田到戸」など、人民共和国における

その後の土地政策との関連も検討した。 

大野陽介「還流する劇団：中華人民共和国建国後の農村巡回公演を中心に」は、中国共産党

の文化政策である演劇団の農村巡回公演制度に焦点を当てて、政府、「専業劇団」、「農村劇団」

の各アクターの関係や、それらの活動空間である都市と農村とのかかわりを論じた。大澤武司

「毛沢東の対日外交思想の呪縛：『二分論』と『軍国主義復活』批判」は、毛沢東の対日外交

の基本方針である「二分論」と、それと表裏の関係にある「日本軍国主義」批判を考察した。

また、2025年 11月の台湾有事をめぐる高市発言をきっかけに、習近平指導部が「新型軍国主

義」のレッテルで対日批判を行っていることにも言及がなされた。 

コメンテーターを務めた菅原会員は、4 名の報告の全体的特徴について、それらが「〈毛沢

東時代〉の神話化」とそれに部分的に依拠する「〈習近平時代〉の神話化」の双方の「連続性

を意識しながら、……神話を相対化し、解体するという潜在的な志向が通底している」と総括

した。同じく討論者の高原会員は、各報告がいずれも歴史の連続性を念頭に置いた見解を主張
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したのに対し、国力の大小、計画と市場の経済システムの異同、革命追求という政治的テーゼ

の有無などを考慮した際の毛沢東時代と習近平時代の相違点、非連続の側面を問うた。また

「二分論」に関連して、習近平政権が、政府間関係のみならず、日中の民間交流も停止させて

いることを批判した。ほかにもフロア参加者から、毛沢東の思想と行動におけるレーニンの位

置づけ、「二分論」の内包する対外戦略の普遍性と対日政策の個別性の識別など、多くの意見

や質問が提出され、活発な議論が行われた。〔記：鈴木隆〕 

 

【自由論題 A：地域史・地域経済】 

自由論題 Aでは、肖童、哈木格図、葛倩宏各会員の研究報告があった。 

まず肖童会員の「長江中流域を見る眼」は、1907年から 1931年の東亜同文書院生による「大

旅行」の旅行記や調査報告書を分析し、近代日本人の長江中流域認識を明らかにした。分析の

結果、書院生は同地域を経済的潜在力が高い空間と評価する一方、戦乱や政情不安を鋭く観察

しており、後年には排日感情の激化等による帝国秩序の動揺も記録していた。フロアからは、

旅行の原資や、書院生による調査対象の選定プロセスなど、認識を生み出す制度的背景の説明

を求める意見が出た。 

次に哈木格図会員の「蒙古聯盟自治政府の樹立過程再考」は、「蒙古大会宣言」のモンゴル

語、日本語、漢語の各訳文を比較し、同政府の樹立過程を再検討した。モンゴル語文は盟を基

礎とする民族主導の政治体形成を前提としていたが、漢語訳では日本側が多民族混住地域を

包摂する地域統合政権へ再編しようとしたため、「国家」や「民族」の表現が後退した。実態

として同政府は、民族国家建設を目指すモンゴル側の理念と、日本側が掲げた「民族協和」が

同一政権内に併存する空間であったことが示された。フロアからは、資料の出所や、人民共和

国成立後の民族自治観念との連続性について質問があった。 

葛倩宏会員の「貴州省における国有企業依存の現状と将来への課題」は、貴州省の地域経済

の茅台集団への依存を批判的に論じた。貴州省の経済発展の停滞をその地理的条件や歴史的

構造、統計資料に基づいて概説した上で、同じく国有の酒造企業である五糧液集団を有する四

川省の経済秩序と対比させ、問題点を浮かび上がらせようとした。質疑では省経済のマクロデ

ータを一国有企業の経営状況と結びつけて論じることの是非や、四川省との比較の妥当性に

ついて指摘がなされた。 

いずれも比較的若手の研究者による、内陸部の歴史・経済に光をあてる意欲的な報告であり、

活発な討議が交わされた。〔記：木村自、大橋史恵〕 

 

【自由論題 B：映画】 

本分科会では、３名の報告者による映画関係の報告が行われた。内容は、1930 年代を中心と

する済南の映画館についての報告、『覇王別姫』の小説と映画の関係についての報告、台湾映画

『鯨の消えた入江』における香港的要素についての報告と、多種多様であった。 

第１報告は、趙晟氏（大阪公立大学研究員）による「北京から済南へ：済南の真光映画館」

である。有名な映画人である羅明佑は、北京のほか、中国北方の各地に映画館を建設したが、

済南もその例外ではなく、真光電影院が設立された。本報告では、その歴史的変遷や運営形態、

新聞広告の特徴なとが詳しく紹介された。しかし、発表は論文を読み上げる形で進められたた
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め、参加者にとってはやや理解しづらいものであったことは否めない。発表者自身の先行研究

との関係にも触れてほしいところであったし、済南の映画館を研究することが中国映画史全体

にとってどのような意味を持つのかについても、より明確に示す必要があったように思われる。 

第２報告は、陳琪栄氏（大阪公立大学研究員）による「小説から映画へ、そして再び小説へ

――映画化を経た『覇王別姫』映画小説における人物像および「意象」の変容」である。発表

者は、テレビドラマ版から小説へ、さらに映画化を経て再び小説へという複雑な変遷を丁寧に

たどり、著作権の問題や、それぞれのバージョンにおける内容の相違について詳しく分析した。

「意象」という概念にはやや分かりづらいところもあるが、映画『覇王別姫』を再解釈するた

めの優れた状況整理となっており、今後のさらなる研究の発展を期待させる内容であった。 

第３報告は張宇博氏（早稲田大学非常勤講師）による「台湾で語られる香港の物語 ――『我

在這裡等你』における映像記憶と文化継承」である。台湾で撮影された映画『我在這裡等你』

（邦題『鯨が消えた入江』）を取り上げ、香港人の脚本家と台湾人の監督が協力して制作した

点、また、映画中では同じ物語が香港人作家と台湾人作家によってそれぞれ別の作品として発

表されるという設定を踏まえ、この映画自体にも台湾映画と香港の文化的記憶が共存している

と分析した点は鮮やかであった。一方で、この映画には、作中にあふれるボーイズラブ的な記

号など、台湾と香港の関係だけでは捉えきれない特徴も見られるように思われる。これまで映

画における台湾と香港の関係について精力的に報告してきた発表者が、今後どのように研究を

発展させていくのか期待したい。〔記：西村正男〕 

 

【自由論題 C：歴史・思想・教育】 

本部会の第 1・2報告の座長は水羽信男が、第 3報告は阿古智子が担当した。参加記は担当

者が分担執筆した。 

郭暁英（中央大学・院）は「1940 年代における呉晗の同時代認識」と題して報告した。郭

報告は従来の研究が中華人民共和国時期の呉晗の政治的立場から、遡及的に民国時期に遡り、

彼の言説分析を行うことを批判し、呉晗の当時の認識の枠組みを「判断構造」と呼び、そのあ

りようを明らかにしようとした。郭に対しては、➀呉晗が参照したという孫文の政治思想も歴

史的に変化しており、その点を踏まえた議論が必要であること、②呉晗の農村理解・農民評価

の問題を解明することが、彼の「判断構造」を論じるうえでも必要であること等が指摘された。 

劉承衛（筑波大学・院）の報告は、「『自由中国』知識人の自由主義論：1950-60 年代の台湾

からみる冷戦期中華圏自由主義」と題された。劉はこれまで雷震や殷海光ら個人の言説に関し

て研究が進められたことに対して、『自由中国』の社説に焦点を当て「自由・民主・憲政」を

いかなる意味で論じているのかを分析し、その変化の意味を問うた。劉に対しては、➀雑誌と

国民党との資金的および人的な具体的な関係について、②国民党にとって批判・統制するか否

かのレッドラインはどこなのかについて、③「中華圏」という枠組みの有効性等について質問

があった。 

郭・劉ともに誠実に対応し、今後の研究の発展が期待された。〔記：水羽信男〕 

武小燕（名古屋市立大学研究員）は「香港の中学校における歴史教育の一考察 ～2019 年デ

モ前後の中国歴史教科書の比較を中心に～」と題する報告において、香港返還後に国民統合を

目的とする教育改革が進められたものの、融合カリキュラムの推進と通識教育の必修化で、歴
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史教育が周辺化されたことを明らかにした。武の報告は、カリキュラムや教科書の記述、大学

入試の動向などをていねいに追い、分析を深めている。一方、歴史を網羅的に学ばせるのはア

ジア特有であるが、イギリス由来の思考力を問う試験文化が香港には残っており、国際カリキ

ュラム（A-level）を履修してイギリスの大学を目指す人もおり、アジア的な価値基準で判断

しすぎると香港の実態が見えにくいとの指摘があった。〔記：阿古智子〕 

 

【自由論題 D：文学】 

自由論題 D《文学》では 3本の報告があった。 

第 1報告は、山本範子会員（北星学園大学）による「韓松の「仏性」と「サリンジャーと朝

鮮人」を読む」。「仏性」は「日本人に読んでほしい」自薦作として発表者に送付された。中原

の寺で出家したロボット恵空が、僧侶を襲撃した工業ロボットを射殺して僧たちを守ったた

めに殺生の罪で破門となり、入水自殺した話題と、IBM製ロボットの化身ラマが、漢族のエン

ジニア 3人の窮地を救った後、その真実性を怪しむエンジニアたちに解体され、復活するが、

のちに BMWを運転して「東風」トラックと衝突し円寂するストーリーとが対比の下に解説され

た。AIとの共存可能性が問われる時代に再読されるべき作品との認識を得た。「サリンジャー

と朝鮮人」は、米国で隠遁生活を送るサリンジャーを中国人「宇宙観察者」が観察対象とした

せいで時間線に問題が生じ、北朝鮮軍が米国と世界を征服する話で、設定には中国の読者を喜

ばせる意図も窺えるとの見方が示された。この二作を選んだ理由として、中国で発表が困難だ

った点が指摘された。 

第 2報告は朱力会員（中央大学）による「閻連科作品における抒情性―その表現の形態と変

容―」。これまで充分には注目されてこなかった「抒情性」に光を当て、1990 年代には中国古

典文学由来の「借景抒情」、21 世紀初頭には尋根文学や魔術的リアリズムの影響による「神話

的幻像」、2010 年代初頭の「転換期」には救済を模索する「東西思想の交錯」といった特徴が

見られること、閻連科作品において抒情と社会批判は緊張を保ちつつ共存していることが、実

例を以て提示された。国内での出版難が読者層と作品に及ぼす影響、「神実主義」との関係、

語法を超越した構文などをめぐり問答が交わされた。 

第 3報告は蔵田直美会員（金沢大学・院）による「中国大陸の漫画におけるノスタルジア―

口袋巧克力『昨日青空』を中心に―」。表題の漫画と映画に描かれた校服（ジャージ）、ドラゴ

ンボール、アーケードゲームなど、口袋巧克力（1977－）自身の私的ノスタルジアであると同

時に集合的ノスタルジアでもあるモチーフの分析により、作者は集合的ノスタルジアを意図

したが、ノスタルジアを感じた読者は約半数、それも私的ノスタルジアが主であること、映画

を観た日本の大学生にはノスタルジアの印象が薄いことなどが明らかにされた。豊富な画像

を駆使した発表には、活発な質疑に加え、中国での生の声を集めるなどの助言が寄せられた。

〔記：塩旗伸一郎〕 

 

【テーマ分科会１：文学 戦後東アジア文学における身体・喪失・恋愛をめぐる想像と語り】 

本分科会「戦後東アジア文学における身体・喪失・恋愛をめぐる想像と語り」は、20世紀後

半の中国・台湾の華語創作をジェンダーの視点から横断的に考える試みである。タイトルを考

えるにあたり、第二次大戦後の東アジアを横断的に捉えうる言葉が存在しないことに困惑し
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つつ、「戦後」という手あかのついた言葉から出発することになった。 

当日は、松村志乃「建国期の文学は女性の身体をいかに想像したか ――楊沫『青春之歌』

（1958）、茹志鵑「静静的産院」（1960）、『白毛女』（1950）における身体性」、鄭洲「映画受容

と恋愛の実践：林海音『曉雲』における越境的感情の形成」、藺豪「死者と生者の声――郭松

棻の小説における未亡人叙事」の三つの報告が行われた。 

松村報告では、建国期のテクストに女性の身体がいかに書かれたか／書かれなかったかが

検討された。この報告で扱われたのが主に中国に生きる作家による――そもそも越境が許さ

れる状況にはなかった――ドメスティックなテクストであったのに対し、鄭・藺報告では、台

湾を拠点に越境しながら生きた作家が取りあげられた。まず鄭報告では林海音（1918-2001）

のテクストにおいて、中国や欧米の映画が越境的感情を表現する間テクストとして機能して

いたことを指摘した。また藺報告では 1970 年代のアメリカで保釣運動に参加した台湾作家郭

松棻（1938-2005）のテクストにおける「喪失」と「未亡人」の問題を検討した。  

当日の討論において、これら同時代の、異なる背景の下で描かれた女性表象に通底する問題

が、十分に言語化されたわけではなかった。だがコメンテーター三須祐介氏による、性的なも

のが周到に回避されている不自然さは（松村報告）、中国特有のものではなく日本のいわゆる

「朝ドラ」も同様だという指摘に啓発され、文脈の異なるテクストに通底するジェンダーの問

題をどう位置付けてゆくか、大いに考えさせられた。 

最後に、快く司会を引き受けてくださった林麗婷氏、忌憚のない意見を出してくださったフ

ロアの皆様に感謝申し上げたい。〔記：松村志乃〕 

 

【テーマ分科会 2：香港（1） 2020 年代香港の変容】 

2020 年 6 月に香港に導入された「香港国家安全維持法（国安法）」により、香港社会には大

きな変化が生じた。その先の香港がどうなって行くのか、政治社会・社会福祉・法律などの角

度から、多角的に検証した。 

第一報告は安藤丈将氏（武蔵大学）より、「国安法後の民主化運動のゆくえ―分析手法から

の再検討」との題で行われた。国安法の弾圧により各種の運動は低迷を余儀なくされているが、

現時点では「中断」期の構造が見られるはずであり、日常に隠れた抵抗の「隠れた脚本」が重

要と指摘された。 

第二報告は澤田ゆかり氏（東京外国語大学）より、「香港の社会福祉 NGO の役割：ポスト国

安法時代の挑戦」と題して行われた。大陸で老後を過ごす香港人を支援する NGOの事例の検討

などを通じ、植民地時代と同様の民間団体に依存する統治は、国安法後も団体の国家協力型へ

の再編を経つつ継続するという見方を本報告は示した。 

第三報告は萩原隆太氏（芦屋大学）より、「『国家安全』と『法治』の交錯－2026 年『香港国

家安全白書』が示すもの」と題して行われた。2014 年以降の白書と比較して、同白書には中

国共産党による香港統治の正統性と「主導権・決定権」を示す「共産党宣言」という性質が強

いと、同報告は結論づけた。 

その後、遊川和郎氏（亜細亜大学）からは第一報告・第二報告に対してコメントを頂いた。

第一報告に対しては、日常の中の抗争が主となる状況下では、香港特区政府の統治能力が鍵と

なるとの指摘がなされ、第二報告に対しては、福祉の構造変化が質の面に及ぼした影響の有無、
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香港政府の福祉政策の方向性などが問われた。 

但見亮氏（一橋大学）からは第三報告についてコメントを頂き、白書は法治の精神を記さず、

それと対立的な党が全てを領導するという発想で書かれたものであり、白書そのものの内容

分析よりも、原理・精神・価値の変容に着目すること、実際の香港に発生している変化を追う

ことが重要との問題提起がなされた。 

フロアからも、年金制度や農の NGOの具体的な動き、台湾との比較など、活発な質問を多数

頂いた。40 人ほどの参加をいただき大変盛況で、2 時間の持ち時間は不足するほどであった。

〔記：倉田徹〕 

 

【テーマ分科会 3：歴史（1） 近代中国における翻訳事業―とくに日本との関連を中心に】 

分科会 3は、「近代中国における翻訳事業―とくに日本との関連を中心に」をテーマに、孫

安石（神奈川大学）が司会を担当し、施詩懐（千葉大学、特別研究員）「近代中国における日

本語教育と翻訳事業―上海東文学社を中心に」と董令徳（神奈川大学・博士課程）「近代中国

における日本農業知識の輸入―新学会社と『実用養鶏全書』を中心に」の２報告とコメンテー

ター見城悌治（千葉大学・非会員）の質疑応答で進められた。 

施報告は、上海東文学社の教科書翻訳事業、とくに上海東文学社の樊炳清・薩端によって翻

訳された『西洋史要』（金粟齋、1901年）と日本の版本である小川銀次郎著『西洋史要』（金港

堂、1898年）の相関関係を論じたものである。例えば、同時期のフランス革命、民主主義、民

権に関連する日・中の概念の違いを丁寧に分析したものであった。 

董報告は、日本の農業知識を中国に伝播した出版社「新学会社」の出版事業を取り上げたも

ので、とくに、1910 年代に刊行された『実用養鶏全書』を事例として、日本の近代的な養鶏と

関連する農業知識が近代中国にどのような経路で翻訳、伝来したのかを究明する内容であっ

た。 

コメンテーターからは、日本の歴史教科書の中で小川銀次郎の『西洋史要』の他の歴史書が

翻訳された事例があるのか。また、『西洋史要』が翻訳の原本として選択された理由は何か。

また、日本の養鶏関連書籍の翻訳以外に養豚、養牛の分野においても日本から中国への知識が

移植された事例が確認できるのか、などの質疑があった。会場からの質疑では、施報告につい

ては、フランス革命、民主主義、民権などの概念の他にも事例を増やして検討してほしい、董

報告については、養鶏に関連する近代知識が日本から中国に移入したことは究明されたとし

て、中国はそれらの知識をしっかり受け入れ、養鶏業の近代化を成し遂げたのか。ただの机上

の空論に終わったのか、などについて活発な意見交換をすることができた。〔記：孫安石〕 

 

【テーマ分科会 4：歴史（2） 歴史のなかの人間：中国革命と社会主義を振り返る】 

本分科会では、激動の中国現代史において重要な役割を果たしながらも、歴史叙述や権力の

陰に埋もれてきた「人間」に光を当てることを目的に、「Bringing Humans Back In」という共

通の問題意識のもと、3 つの意欲的な報告と活発な討論が展開された。 

周俊会員（京都大学）は、「中国共産党の夫人政治：革命と愛を生きた女たちの悲喜劇」と

題し、女性の視点から党内権力層を分析し、党権と父権の交錯する二重の権力構造のなかで生

きた夫人たちの群像、とりわけ江青の政治的軌跡を描き出した。討論者の李昊会員（東京大学）
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は、報告の独創性を高く評価したうえで、⼆重権⼒構造の形成過程や歴史・国際比較の視点か

ら多角的な検討を加えた。 

黄喜佳氏（武蔵野大学・非会員）は「毛沢東時代における中央、地方関係の再編：国家成立

と西北局の変容からみる」と題し、西北局幹部の人的ネットワークの変容に着目しながら、中

央・地方関係の再編過程を実証的に解明した。討論者の比護遥氏（金沢大学・非会員）は、そ

の学術的貢献を評価するとともに、中央性と地方性のねじれ、人間と空間の関係性、少数民族

幹部の位置付けなどの論点を提示した。 

南和志氏（大阪大学・非会員）は「毛沢東時代末期における人民外交と文化大革命の終焉」

を報告し、スポーツや旅行、教育などを通じた人民外交の変容に注目して、文革の終焉・改革

開放の開始をめぐる通説の再検討を試みた。討論者の横山雄大会員（同志社大学）は、本報告

の方法論的意義を評価しつつ、「人民外交」という概念の曖昧性・政治性や、外交史と社会史

の対話可能性などについて論じた。 

続く総合討論では、中ソ関係や地政学的要因を踏まえた西北地域の人事変動（小嶋華津子会

員）、1970 年代前半における中国の対外関係の構造変動と人民外交の変容（中川涼司会員）な

ど、多くの指摘がなされた。また、周会員の報告を契機として、男性が積極的に中国ジェンダ

ー研究へ参画するよう鼓舞する声（江上幸子会員）もあった。限られた時間ながら白熱した討

論が展開され、歴史から「人間」の経験と主体性を再考する意義が改めて共有された。参加者：

55名。〔記：周俊〕 

 

【テーマ分科会 5：香港（2） 形作られる「香港」：香港現代史の構築に向けて】 

本分科会では、「形作られる「香港」：香港現代史の構築に向けて」をテーマとして、若手研

究者 3名による戦後の香港史に関わる 3 つの報告が行われた。 

第一報告では、香港政庁が一定程度イギリス本国から独立した対外関係を展開していた実

態を 1860-70 年代の繊維製品の輸入規制から明らかにし（何昊林「香港の独自対外関係の展

開」）、第二報告では、香港の象徴とも目されるネオンサインが、1950-60 年代の香港政庁内部

ではたびたび規制の対象として議論されつつも、制度的制約によって規制が機能しなかった

実態を明らかにし（瀬尾光平「“看板のジャングル”をめぐる統治」）、第三報告では、「香港文

学」の定義や位置づけに関わる議論を跡づけながら、香港の政治的主体性と文学の関係性を通

して香港文学の現在と未来を考察した（銭俊華「政治的主体から文化的主体へ」）。 

コメンテーターの古泉達矢氏より、何報告に対して、戦前から戦後の国際情勢の変化の中で

香港の立ち位置自体が変化していた点を指摘したうえで、それを香港政庁がどう捉えていた

のかについて、また瀬尾報告に対しては、政庁内でネオンサイン問題が可視化されたのは確か

であるが、それでも問題が議論され続けた点をどのように評価するか、銭報告に対しては、香

港において英語で書かれた文学作品はどうとらえるのか、との質問がなされた。もう一人のコ

メンテーターの村井寛志氏からは、瀬尾報告に対して、瀬尾氏のこれまでの香港における規制

に関する研究や、他の時代・地域との比較の可能性についてのコメント、銭報告に対しては、

香港文学が香港の政治的主体性を声高に主張できない時代的背景を確認しつつ、現在の香港

文学に対する体制側の動きや、香港文学における広東語の位置づけについて質問がなされた。

これらのコメントと質問に対し、報告者から応答がなされた。今後、それぞれの研究の進展の
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中で、これらの論点がさらに深められることが期待できる議論となった。〔記：倉田明子〕 

 

【テーマ分科会 6：経済・社会 中国的福祉社会への道】 

本分科会は、立命館大学国際地域研究所重点研究プロジェクト「中国強国化と国際秩序」の

研究成果として出版された中川涼司・徐林卉編著『中国的福祉社会への道』ミネルヴァ書房、

2025年の研究成果発表会としての性格を持つものである。 

報告者は 4人。編著者であり、第 1章執筆者でもある中川涼司（立命館大学）は、第 1報告

者として「分科会の趣旨」を説明した後、「東アジアの経済発展レジーム・福祉レジームと中

国的福祉社会」と題した報告を行った。本報告は、各国の社会保障制度の比較研究をする際の

パラダイムとなっているエスピン＝アンデルセンの福祉レジーム論を用いるとともに、東ア

ジアと中国の福祉レジームに関する先行研究をサーベイし、歴史的特殊要因などによってう

まく類型化できていないことを示した。そのうえで、中国の社会保障制度の発展過程を改めて

概観し、中国の福祉レジームは「歴史的に先行した社会主義福祉レジームに部分的に接合され

た、遅れてきた保守主義レジーム」であるとし、当面の課題は保守主義レジームの中でのアッ

プグレードであると結論付けた。 

第 2報告者の楊秋麗(京都橘大学)は「中国社会保障制度の構築と国民皆年金への接近」と題

した報告を行い、中国の年金制度が都市部の「単位」によるものから、都市部において単位か

らは直接的には切り離されて「社会化」されるとともに、日本の「基礎年金」、「被用者年金」、

「企業年金」＋「個人積立年金」に類似した「4階」（ただし、中国では前二者は基金と個人口

座）構造となり、また、農村部は依然として任意の制度ではあるが、都市住民と一体化された

年金制度となって国民皆年金に接近しているとした。 

第 3 報告者の畢麗傑(中京大学)は「中国の高齢化と持続可能な高齢者介護システムの構築

―上海市浦東新区等の高齢者介護施設の事例を通じて―」と題した報告を行い、上海市浦東新

区等の高齢者介護施設が医療と介護の一体的な展開を行い、IT 化の推進も行っているが、入

所率が低く、介護人材育成にも問題を抱えていることを明らかにした。 

第 4報告者の任泰然(立命館大学)は「中国高齢者介護システムの郊外都市への拡張」と題し

た報告を行い、中国吉林省公主嶺市を事例として、中国の県域都市部における高齢者介護シス

テムの現状を分析、市轄区から周辺都市への高齢者介護システムの拡張の現状について明ら

かにした。 

討論者の澤田ゆかり氏（東京外国語大学）からはそれぞれに対して、今エスピン=アンデル

センのフレームワークを用いて中国を分析する意味は何か、労災保険・生育保険への関心の高

まりの原因は何か、スマート介護の在宅介護への導入可能性はあるか、問題は「未富」ではな

く再分配が不十分なせいではないのか、といった質問があった。フロアからも、公務員の年金

がなぜ高いのかといった質問があった。〔記：中川涼司〕 

 

 

■事務報告 

□2025 年度会員総会議事録 

日時：2026 年 5月 30 日（土）12:00～12:50 
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場所：東京女子大学 23号館 1階 23101教室（ハイブリッド開催） 

 

冒頭、菅原理事長より、開会の挨拶があった。学会のホームページのリニュアルにあたり、

会員の皆さまのご理解とご協力への感謝が述べられた。冒頭、総会議長として河野正会員が選

出され、議長選出を以て本総会が成立したことが満場異議なく確認された。 

 

【報告事項】 

１．会員動向・会費納入（何） 

何事務局長より、以下の表にもとづき会員動向と納入状況についての説明があった。2 年以

上会費を未納としている会員は合計 102 名であり、登録者全体の約 15.7％を占めている。この

ことから、会費納入に関する継続的な案内に加え、在籍意思の確認を行う必要があることが強

調された。また、住所不明の会員は合計 14 名となっており、これらの会員については、通常

の会費請求や連絡が困難となる可能性がある。そのため、所属先や連絡先に変更があった場合

には、速やかに事務局へ連絡するよう呼びかけがなされた。 

 

１）会員数 2026 年 3月 31日現在 

会員種別 年度初 入会 
再入会 
復会 

退会 3月 31日 
2025年 

3月 31日 
個人会員 638 25 1 -14 650 665 
団体会員 4   0 4 4 

合計登録者数 642 25 1 -14 654 669 
 

２）会費納入状況 2026 年 3月 31日現在 

 未納なし 未納 1 年 未納 2 年 未納 3 年 未納 4 年 合計 
個⼈ 462 86 67 15 20 650 
団体 4 0 0 0 0 4 
合計 466 86 67 15 20 654 
累計 466 552 619 634 654 654 

累計⽐率 72.6% 86.0% 96.4% 98.8% 102%  
住所不明 0 0 7 5 2 14 

 

２．2025年度会務報告（何） 

何事務局長より、活動の柱である全国大会・研究集会の開催、および学会誌『現代中国』は

順調であるとして、以下のとおり報告があった。 

① 2025年 9月に『現代中国』第 99号が発行された。学術大会の共通論題に基づく特集「習

近平の「融合発展」戦略と台湾」に加え、厳しい査読過程を経た学術論文 2本、研究ノー

ト 5本が掲載されている。 

② 2025年の全国学術大会は、5月 31と 6月 1日の両日に愛知大学名古屋キャンパス（名古

屋市中村区）において対面で開催された。共通論題「アジアのなかの中国 分断のなかのア
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ジア」では、過去の 100 年間を大きな視野から振り返り、中国とアジアが互いに浸透し

融合する⼀⽅で、分断が強化されている現状をあらためて確認し、過去をふまえながら、

現在と未来についての討論を展開した。大会では企画分科会と自由論題分科会も複数開か

れました。それらの様子は、『日本現代中国学会ニューズレター』第 76号（2025年 9 月）

に掲載されている。 

③ 全国学術大会とは別に、4つの地域部会でも活発な研究活動が行われている。（2024年度

東海部会第 20 回研究集会、関東部会定例研究会報告、関西部会大会と第 1 回東アジア学

術交流会）が実施されている。詳細はニューズレター第 76 号、第 77号で報告している。 

 

３．『現代中国』誌の J-STAGE 公開状況 

何事務局長より『現代中国』誌の第 8 号（1952 年）から第 96号（2022 年）までのうち、入

手可能な PDF原稿はすべて J-STAGEに搭載し、1月 30 日付で公開したことが報告された。 

 

４．理事選挙（2026-27 年度新理事）結果 

何事務局長より 2026-27 年度理事選挙の結果は 2026 年 2 月 9 日付の文書で理事長が会員

全体に周知済みであることが報告された。 

 

【審議事項】 

１．2025年度決算報告および会計監査報告（楊秋麗会計理事、山口早苗会計監査） 

楊秋麗会計担当理事より資料に基づき説明がなされた。その後、北川秀樹・山口早苗会計監

査より、 2025年度収支決算報告書について、関係帳簿および証憑書類と照合し、上記書類が

正確なものであることが報告された。 

2025年度決算案は満場異議なく承認された。 

 

２．2026 年度事業計画案 

何事務局長から提案があり、以下の計画が満場異議なく承認された。 

１） 全国学術大会：第 76 回（2026 年度）学術大会を開催する。2026 年 5 月 30 日、31 日

に、東京女子大学において開催する。 

２） 新年度編集委員長のリーダーシップにより『現代中国』100号を編集･発行する。なお、

2025年度第 2回常任理事会で審議された通り、2025年 5月愛知大学大会、2026 年 5月大

会の「共通論題」は第 100号の合併号に掲載する。特集として、「22世紀につなぐ中国研

究 ─次世代に伝えたいわたしのこの一冊 」を掲載する予定である。 

2025年度第 1 回常任理事会において、2027年秋発行予定の第 101号より、学会誌『現代中

国』を完全デジタル化する方針について審議し、承認を得ているので、今年度よりそれに

向けての準備を行う。 

３） 広報：「ニューズレター」（年 3 回）を発行し、学会ホームページの充実に努める。 

４） 地方部会：4つの地域部会の活動を奨励する。 

５） 2026 年 9 月末時点の会員名簿をオンライン発行する。 
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３．2026 年度予算案（楊） 

楊秋麗会計担当理事より資料に基づき説明がなされた。支出については、会計年度の変更に

伴う過渡期の措置として、2026 年度予算に 2026 年全国大会準備金および 2027 年全国大会準

備金を計上していることが説明された。また、会誌第 100号については、2年分の「共通論題」

を掲載することに伴いページ数の増加が見込まれるため、別途 30 万円を計上することが説明

された。原案は満場異議なく承認された。 

 

４．2026-27 年度会計監査の選出 

理事会からの推薦として以下の 2名の候補者が示され、満場異議なく選出された。 

岡野 翔太 会員（神戸大学） 

木村 自 会員（立教大学） 

 

５．2026-27 年度顧問の選出 

理事会からの推薦に基づき、以下の 4 名に継続を依頼することが満場異議なく承認された。 

高橋 満 会員 

西村 幸次郎 会員 

毛里 和子 会員 

山田 敬三 会員 

 

６. 2027年度全国学術大会 

何事務局長より第 77 回（2027年度）学術大会は来年５月 29 日・30 日に高知大学で開催す

ることが報告された。実行委員長は高橋俊会員が務める予定である。原案は満場異議なく承認

された。 

 

７. その他 

石塚迅関東部会代表（企画委員長）より、2026 年度学術大会の開催について挨拶があった。

続いて、高橋俊会員（実行委員長）より、2027年度学術大会の開催について挨拶があった。 

 

以上。 

 

□2026 年度全国理事会議事録 

日時：2026 年 5月 30 日（土）13:10〜13:50 

場所：ハイブリッド開催（東京女子大学 9号館 1階 9105教室＋オンライン） 

対面参加（※以下、五十音順・敬称略）：阿古智子、荒川雪、家永真幸、石塚迅、泉谷陽子、伊

藤亜聖、上原かおり、及川淳子、大澤武司、大橋史恵、小笠原淳、小都晶子、何彦旻、加治宏

基、川尻文彦、河村昌子、熊倉潤、厳善平、河野正、周俊、新谷秀明、菅原慶乃、鈴木賢、鈴

木隆、高橋俊、中川涼司、中村元哉、西村正男、丸川知雄、楊秋麗 

＊オブザーバー：花尻奈緒子 

オンライン参加：池田智恵、梶谷懐、加茂具樹、川島真、金湛、金野純、福士由紀、福田円、
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水羽信男、三好恵真子、吉川次郎 

委任状：阿部沙織、梅村卓、大西広、倉田徹、佐藤千歳、土屋洋、林宰司 

欠席：三須祐介、渡辺直土 

 

【審議事項】  

1. 次期理事長の指名と審議 

これまでの全国理事会での確認事項（理事長、事務局担当理事は 2期 4年ごとに関東と「西」

地域が交代）に倣い、菅原前理事長より次期理事長に西村正男理事（関西学院大学）が推薦さ

れ、承認された。 

 

2. 新常任理事会の組織（2026-27年度役員体制） 

西村理事長より、学会規約第 10条（2）、（5）および「日本現代中国学会常任理事会に関する

申し合わせ」（NL38 号掲載）に基づき、副理事長、事務局長、会計担当理事、編集委員長、広

報委員長、規約・財務健全化委員（2名）、年度変更担当理事（1名）、そして事務局次長（「幹

事」相当）に併せて各地域部会代表が指名され、承認された。 

 

理事長 西村正男（関西学院大学） 
副理事長 石塚迅（山梨大学） 
事務局長 加治宏基（愛知大学） 
会計 周俊（京都大学） 
編集委員長 高橋俊（高知大学） 
広報委員長 川尻文彦（愛知県立大学） 
規約・財務健全化委員 菅原慶乃（関西大学） 
規約・財務健全化委員 阿古智子（東京大学） 
関東部会代表 泉谷陽子（フェリス女学院大学） 
関西部会代表 菅原慶乃（関西大学） 
西日本部会代表 小笠原淳（熊本学園大学） 
東海部会代表 金湛（愛知大学） 

 

【報告事項】 

1. 会計監査の選出 

2026-27年度会計監査として岡野翔太会員、木村自会員が、同日、直前に開催された 2025年

度総会にて選出されたことが報告された。 

 

2. 顧問の継続依頼 

2021年度第 3回常任理事会において、顧問の段階的な廃止が承認された（議事録より抜粋：

2021 年度臨時全国理事会の審議を踏まえて、現在お願いしている方々には規約に基づいて継

続手続きをとるが、新たには依頼しない。今後は段階的に廃止する）。 

これにより、同日、直前に開催された 2025年度総会にて、高橋満会員、山田敬三会員、西村

幸次郎会員、毛里和子会員に顧問の継続を依頼することが報告された。 



 15 

〔事務局長注：その後、西村幸次郎会員からご辞退のお申し出があったため、顧問に就任され

るのは 3 名となった。〕 

 

3. その他 

①2027年度学術大会開催校について 

2027年度全国学術大会実行委員長の高橋俊理事より、高知大学で開催すること、また自由論

題・テーマ分科会に関しては 12 月ころに募集を開始する予定であることが報告された。 

 

②西村理事長による今後の抱負 

西村理事長より以下のような抱負が述べられた。 

本学会の魅力はその学際性にあり、これからも学際性を大事にして本学会をより楽しいもの

にしたい。高知は個人的にも縁のある土地であり、2027 年度の全国学術大会にも期待してい

る。 

 

 

□日本現代中国学会役員体制（2026-2027 年度） 

常任理事会 

理事長   西村正男（関西学院大学） 

副理事長   石塚迅（山梨大学） 

事務局長   加治宏基（愛知大学） 

会計   周俊（京都大学） 

関東部会代表  泉谷陽子（フェリス女学院大学） 

関西部会代表  菅原慶乃（関西大学） 

西日本部会代表  小笠原淳（熊本学園大学） 

東海部会代表  金湛（愛知大学） 

編集委員長   高橋俊（高知大学） 

広報委員長   川尻文彦（愛知県立大学） 

規約・財務健全化委員 阿古智子（東京大学）、菅原慶乃（関西大学） 

 

理事 ＊地域部会別五十音順 

関東部会（25名） 

阿古智子（東京大学）、阿部沙織（拓殖大学）、荒川雪（東洋大学）、家永真幸（東京女子大

学）、石塚迅（山梨大学）、泉谷陽子（フェリス女学院大学）、伊藤亜聖（東京大学）、上原か

おり（フェリス女学院大学）、及川淳子（中央大学）、大西広（慶應義塾大学）、大橋史恵（お

茶の水女子大学）、加茂具樹（慶應義塾大学）、川島真（東京大学）、河村昌子（明海大学）、

熊倉潤（法政大学）、倉田徹（立教大学）、河野正（国士舘大学）、金野純（学習院大学）、佐

藤千歳（北海商科大学）、鈴木賢（明治大学）、鈴木隆（大東文化大学）、中村元哉（東京大

学）、福士由紀（東京都立大学）、福田円（法政大学）、丸川知雄（東京大学） 
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関西部会（15名） 

池田智恵（関西大学）、小都晶子（摂南大学）、何彦旻（追手門学院大学）、梶谷懐（神戸大

学）、厳善平（同志社大学）、周俊（京都大学）、菅原慶乃（関西大学）、高橋俊（高知大学）、

中川涼司（立命館大学）、西村正男（関西学院大学）、林宰司（滋賀県立大学）、三須祐介（立

命館大学）、水羽信男（広島大学）、三好恵真子（大阪大学）、楊秋麗（京都橘大学） 

 

西日本部会（5名） 

梅村卓（西南学院大学）、大澤武司（福岡大学）、小笠原淳（熊本学院大学）、新谷秀明（西南

学院大学）、渡辺直土（熊本大学） 

 

東海部会（5名） 

加治宏基（愛知大学）、川尻文彦（愛知県立大学）、金湛（愛知大学）、土屋洋（名古屋大学）、

吉川次郎（中京大学） 

 

全国事務局 

【事務局長】加治宏基（愛知大学） 

【事務局次長】花尻奈緒子（三重大学） 

【会計】周俊（京都大学） 

 

関東部会事務局 

【代表】泉谷陽子（フェリス女学院大学） 

【総務】河野正（国士舘大学） 

【事務局】石塚迅（山梨大学）、伊藤亜聖（東京大学）、上原かおり（フェリス女学院大学）、

大橋史恵（お茶の水女子大学）、熊倉潤（法政大学） 

【幹事】大橋義武（東京女子大学）、倉田明子（東京外国語大学）、杜崎群傑（中央大学） 

【オブザーバー】家永真幸（東京女子大学）、倉田徹（立教大学） 

 

関西部会事務局 

【代表】菅原慶乃（関西大学） 

【総務・幹事】馬建（新潟食料農業大学） 

【会計担当理事】小都晶子（摂南大学） 

【事務局】池田智恵（関西大学）、何彦旻（追手門学院大学）、中川涼司（立命館大学）、林宰

司（滋賀県立大学）、三須祐介（立命館大学）、三好恵真子（大阪大学）、楊秋麗（京都橘大学） 

【幹事】上野正弥（神戸市外国語大学）、王子常（龍谷大学）、宋新亜（近畿大学）、張曼青（京

都大学）、横山雄大（同志社大学） 

【オブザーバー】周俊（京都大学）、西村正男（関西学院大学）、高橋俊（高知大学） 

 

西日本部会事務局 

【代表】小笠原淳（熊本学園大学） 
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【総務】梅村卓（西南学院大学） 

【事務局】大澤武司（福岡大学）、新谷秀明（西南学院大学）、渡辺直土（熊本大学） 

 

東海部会事務局 

【代表】金湛（愛知大学） 

【総務・幹事】大澤肇（愛知大学） 

【事務局】川尻文彦（愛知県立大学）、土屋洋（名古屋大学）、吉川次郎（中京大学） 

【オブザーバー】加治宏基（愛知大学） 

 

編集委員会 

【委員長】高橋俊（高知大学） 

【副委員長】中野徹（近畿大学） 

［歴史分野］加島潤（慶應義塾大学）、大澤肇（愛知大学）、河野正（国士舘大学） 

［文学・思想分野］白井重範（國學院大学）、張文菁（愛知県立大学）、羽田朝子（東洋大学） 

［政治・法律分野］滝田豪（京都産業大学）、櫻井次郎（龍谷大学）、加治宏基（愛知大学） 

［経済分野］登り山和希（東大阪大学）、中屋信彦（名古屋大学）、横井和彦（同志社大学） 

［社会・民族・教育分野］尾崎孝宏（鹿児島大学）、福士由紀（東京都立大学）、熊倉潤（法

政大学） 

 

広報委員会 

【委員長】川尻文彦（愛知県立大学） 

【ニューズレター担当】和田知久（中部大学） 

【ホームページ担当】大澤肇（愛知大学） 

 

規約・財務健全化委員会 

阿古智子（東京大学）、菅原慶乃（関西大学） 

 

 

■地域部会報告 

□2026 年度西日本部会大学院生研究報告会 

西日本部会は、2026 年度西日本部会大学院生研究報告会を、7月 4日（土）に 福岡大学で

開催した。本学会会員 3 名と教員の推薦を受けた 1 名の計 4 名の大学院生が研究報告を行っ

た。実施概要は以下の通り。 

 

〔司会：小笠原淳（熊本学園大学）〕 

■第 1報告 唐寅霖（西南学院大学大学院 国際文化研究科博士後期課程） 

「清末民初における湖南女性の日本留学と女性解放思想―鄭家佩の書簡と『女子白話報』を中

心に」 〔コメンテーター：大澤武司（福岡大学）〕 

■第 2報告 王潔（京都大学大学院 人間・環境学研究科博士後期課程） 
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「満たされない食欲のゆくえ―莫言文学における飢餓表象」 〔コメンテーター：新谷秀明（西

南学院大学）〕 

■第 3報告 陳意（金沢大学大学院 人間社会研究科 人間社会環境研究科博士後期課程） 

「中国中部地域農村における常住世帯の生活実態とその問題点―湖南省邵陽市の 4 村を対象

に―」 〔コメンテーター：渡辺直土（熊本大学）〕  

■第 4報告 大竹美由紀（東京外国語大学大学院 総合国際学研究科博士後期課程） 

「在宅ケア支援技術はいかに孝養的実践とされているのか―中国の広告表象と企業インタビ

ューから」 〔コメンテーター：梅村卓（西南学院大学）〕 

 

第１報告の唐寅霖会員の「清末明初における湖南女性の日本留学と女性解放思想―鄭家佩の

書簡と『女子白話報』を中心に」では、清末民初の湖南省における女子教育に照準を合わせ、

日本に留学した湖南省の女性が日本における女子教育を目撃・体験し、そこから得た知見をい

かにして故郷の女子教育発展に活かそうとしたのかについて、特に鄭家佩が湖南民立第一女学

堂の監督に書き送った書簡を史料として読み解こうとする試みであった。 

これに対してコメンテーターの大澤武司会員からは、鄭家佩という女性がそもそもいかなる

人物であり、どのような背景や思想のもとで日本に留学し、日本においていかなる経験を経て、

「書簡」に見いだされるような女子教育に対する考えを持つに至ったのかを議論の前提として

明らかにする必要があるのではないかと指摘があった。また、報告においてはすでに多くの先

行研究がなされている湖南出身の教育者・唐群英が刊行した『女子白話報』にみられる女子教

育の思想と「書簡」にみられる思想との比較がなされたが、もとより「書簡」と『雑誌』とい

う媒体の違いを踏まえて史料批判をする必要があるのではないかとの指摘がなされた。報告者

からは、さらに鄭家佩という人物について調査・研究を深めていきたい旨が述べられ、今後の

研究の発展のために有益な機会となったとのコメントがなされた。〔記：大澤武司〕 

第 2報告の王潔会員の「三人の飢えた子ども――莫言文学における子ども像と飢餓表象」は、

莫言作品における飢餓表象、とりわけ子どもの描写について論じた研究報告である。発表者は、

女性の飢餓表象に関する先行研究の豊富さに比べて子どもの飢餓表象は見過ごされがちであ

ったという認識のもと、莫言の３作品――『透明な人参』『猫をめぐるあれこれ』『四十一炮』

に描かれる飢えた子どもの形象を時代順に検証する。『透明な人参』における「黒孩」はある種

の「美」として表現され、飢餓に幻想的な色彩を与えている。『猫をめぐるあれこれ』では、子

どもの「私」が食べ物に執着する姿を「個人の飢えを集団の利益によって覆い隠すことのでき

ない正当な欲求」として捉え、これは新時期文学の価値観に近く、人間の欲望が抑圧された姿

そのものを描いていると分析する。『四十一炮』の羅小通については、肉食に対する異常な欲望

を描き、それはすでに飢餓を超越し、「飢餓から欲望へと向かう中国社会の変化を映し出す縮

図」であると分析している。これらの分析から発表者は、莫言における飢餓表象は、飢餓を「美」

として描いた初期の作品から、「身体的欲求の正当性の肯定」へ、さらに「欲望の膨張への問い

直し」へと変遷した過程が見られると結論付けた。〔記：新谷秀明〕 

第 3報告の陳意会員「中国中部地域農村における常住世帯の生活実態とその問題点―湖南省

邵陽市の 4村を対象に―」では、中国農村の常住世帯について、特に医療と介護の側面からそ

の生活実態に迫ることを意図したものであった。報告においては先行研究が農村世帯の生活実



 19 

態に関する分析が不十分であることを指摘したうえで、2019 年と 2023年に自らが湖南省邵陽

市の 4村にて実施した調査において得られたインタビュー内容や、詳細なデータを基にした分

析が披露された。その結果、各村では高齢化の進行とともに労働能力が衰退する中で、年金や

医療保険などが十分に機能しておらず、必要な医療が受けられていないことや、介護について

も子供世帯への負荷が増大しつつある実態が明らかにされた。これに対してコメンテーターの

渡辺直土会員およびフロアーの参加者からは、引用されている阿古智子氏や田原史起氏らの先

行研究との差別化をどう図るか、取り上げられている医療と介護の問題について論点の整理の

必要性や、中国農村の家族観をめぐる問題、県城を中心とした経済圏形成の試みをどうとらえ

るか、詳細な実地調査によって得られた情報をどのように論文で生かしていくかといった指摘

がなされた。報告者からは博士論文では医療と介護の問題を整理することや先行研究との違い

を意識して執筆する方針であるとの回答があった。いくつかの課題は明確になったものの、今

後の博士論文執筆による成果が十分に期待できる内容であったと言える。〔記：渡辺直土〕 

第 4報告の大竹美由紀氏による「在宅ケア支援技術はいかに孝養的実践とされているのか―

中国の広告表象と企業インタビューから」は、少子高齢化の進展に伴い深刻化する親の介護の

問題と伝統的な「孝」の理念とが、スマート養老機器を介していかに調和・接合されているの

かを分析したものである。具体的には、家庭用スマート養老機器を扱う企業の広告を主な分析

対象とし、その広告において「孝」がどのように再解釈されているのかをテキスト分析の手法

を用いて考察した。その結果、企業広告では、スマート養老機器に「保護価値」「情緒的価値」

「尊厳価値」という価値が付与され、孝養的実践を支える「倫理的な技術」として位置づけら

れていることが指摘された。 

コメンテイターの梅村卓会員からは、見守りセンサーや人型介護ロボットなど、多様な養老

機器を一括りにして考察することに疑問が呈され、どのような機器までが「孝」を支える技術

として正当化され、逆にどのような機器がその範囲から外れるのか、その境界を明らかにする

ことが重要ではないかとの指摘があった。〔記：梅村卓〕 

 

□2026 年度関東部会修士論文報告会 

2026 年度関東部会修士論文報告会は、7月 11日（土）15：00 から 17：15まで国士舘大学世

田谷キャンパスで開催され、本学会会員から推薦を受けた 3人が報告をおこなった。プログラ

ムと報告の概要は以下のとおりである。 

 

司会：福士由紀（東京都立大学） 

第 1報告 劉遠皞（東京大学大学院 総合文化研究科） 

「近現代中国議会政治における個人・社会・国家――広東省を事例に（1909-1936）――」 

 

第 2報告 朱嘉鋭（東京大学大学院 法学政治学研究科 総合法政専攻） 

「深圳経済特区の成立史――東アジアにおける「ベルリンの壁」はいかに崩壊したか――」 

 

第 3報告 陳妤（お茶の水女子大学大学院 人間文化創生科学研究科 ジェンダー社会科学専

攻修了） 
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「女性は天の半分を支える？――社会主義期における福建農村女性の経験から――」 

 

第 1報告の劉遠皞「近現代中国議会政治における個人・社会・国家――広東省を事例に（1909-

1936）――」は、清末から民国期における広東省の地方議会の歴史的展開を整理したうえで、

1930 年代の広東省参議会の制度的機能を分析し、省参議会は立法権・行政監督権などを欠く不

完全な議会だったものの、代表・審議・行政監視の機能は一定程度果たしていたことを指摘し

た。質疑応答では、省議会の行政監視の具体的なあり方や、民意の反映という点における 50 年

代の人民政治協商会議との比較、さらに憲政史と議会史という研究枠組みそれぞれの特徴など

をめぐって議論が交わされた。 

第 2報告の朱嘉鋭「深圳経済特区の成立史――東アジアにおける「ベルリンの壁」はいかに

崩壊したか――」は、深圳経済特区の成立に至る政治過程を、毛沢東時代との連続性と、多層

的な政治構造におけるアクター間の相互作用に着目して分析し、深圳経済特区は、深圳市成立

以前の宝安県時代から蓄積された経験や人材の継承、既存の政治課題への対応の延長線上で成

立したこと、また経済特区の成立過程における地方各級指導部間の政治的駆け引きと深圳市の

権力基盤の変容を明らかにした。質疑応答では、市と特区の管理体制が分断されていたことに

よって生じた衝突の具体的な様相や、地方統治機構のパワーバランスに対する中央の影響など

をめぐって議論がなされた。 

第 3報告の陳妤「女性は天の半分を支える？――社会主義期における福建農村女性の経験か

ら――」は、「半辺天」という国家的言説が、1950～60 年代の福建農村女性の生活経験をどこ

まで説明し得るのか、という問題意識の下、新編地方志などの史料分析およびインタビュー調

査を通して、この時期の福建農村女性の経験は、単なる「動員の成果」ではなく、国家制度と

村落生活との間における生活秩序の再編であったことを論じた。質疑応答では、福建省の地域

的特徴と農村女性の生活経験との関係や、生産労働と家事労働とを含む女性の労働に対する評

価の問題などをめぐって議論が交わされた。また、報告者が実施したインタビュー調査の貴重

性に鑑み、その成果を他の研究者も利用できる形で公表してほしいとの意見が寄せられた。

〔記：福士由紀〕 

 

□第 4回東アジア學術交流会 

第 4回東アジア学術交流会は、2026 年 7月 25日にオンラインで開催された。今回は、周南

公立大学経済経営学部の卫娣会員が、「中国産業転換の新パラダイム―EV 産業の実践―」と題

して研究報告を行った。当日は計 6 名の若手研究者が参加した。 

中国は、自動車販売台数で 16 年連続世界 1 位を維持しており、新エネルギー車の生産・販

売台数も 10 年連続で世界 1 位となっている。さらに、2023年には自動車輸出台数でも世界 1

位となり、中国の EV産業は、消費市場、生産能力、輸出の三つの面で世界を主導している。 

本報告では、こうした中国 EV 産業の急成長について、政府の産業政策や補助金だけで説明

することには限界があると指摘された。中国政府は、「863 計画」や「十城千輛」、購入補助金、

税制優遇、ナンバープレート政策、充電インフラ整備などを通じて初期市場を形成してきた。

しかし、市場の成熟に伴って競争の主体は企業へと移行し、現在では、企業間競争、技術革新、

消費者需要が市場拡大を牽引している。 
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特に、若年層を中心とする消費者は、自動車を単なる移動手段ではなく、ライフスタイルや

自己表現を構成するデジタル製品として捉えている。これに対応し、企業は価格や航続距離だ

けでなく、AIによる音声対話、OTAアップデート、スマートコックピット、自動運転支援機能

などをめぐって競争している。企業事例としては、電池、半導体、完成車の垂直統合を進める

BYD、バッテリー交換サービス、ユーザーコミュニティを重視する NIO、M&Aとオープンイノベ

ーションを活用する Geely、AI・IoTエコシステムを展開する Xiaomiが紹介された。 

以上を踏まえ、報告者は、中国 EV 産業の発展を「国家・市場・企業の共進化」として捉え

た。政府が市場環境を整備し、市場競争が企業のイノベーションを促し、その成果が政策の再

調整や市場のさらなる拡大につながるという正のフィードバックこそが、中国の産業転換を支

える新たなパラダイムであると結論づけた。 

報告後には、車競飛会員がコメントを行い、中国 EV産業の発展を「国家・市場・企業の共進

化」と捉える分析枠組みの意義を評価する一方、EVの概念および統計データの整合性、ならび

に他国・他産業への適用可能性を今後の課題として指摘した。 

最後に、中国から参加した研究者が実際の使用経験を紹介し、中国製 EV のアフターサービ

スや使用済みバッテリーの回収をめぐる現状等について、活発な意見交換が行われた。〔記：馬

建〕 

 

 

■学会スケジュール（予告とお知らせ） 

□東海部会第 23 回研究集会開催のお知らせ 

日時：2026 年 10 月 3日（土） 13：00－17：30（予定） 

場所：愛知大学名古屋校舎 講義棟 L311教室 

※対面で実施予定、ハイブリット形式では実施しない予定です。 

※報告者の人数によって、時間の変更があります。 

 

□2026 年度関西部会大会開催のお知らせ 

日時：2026 年 10⽉25⽇（⽇） 

場所：追⼿⾨学院⼤学総持寺キャンパス（予定・対⾯のみ） 

 

 

■日本現代中国学会事務局あて寄贈図書・雑誌 

市川絋司『建築は不純につくられる −−中国・習近平時代の建築とモニュメント』岩波書店 

 

 

■訃報（高橋満・元理事長） 

1998年から 2002 年まで本学会の理事長を務められた高橋満先生が 2026 年 7月 29 日に逝去

されました。生前の高橋先生の本学会へのご尽力に改めて感謝し、先生のご冥福を心よりお祈

り申し上げます。 
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